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逝去された社員の家族の方に
謹んでお悔やみを申し上げます。
　新入社員の皆さん、入社お目出度う御座
います。コンドーテックの将来を担うフレッシュ
で希望に満ちた皆さんをここに迎えましたこと
は、大きな慶びであり、心から歓迎致します。
それぞれの皆さんが大きな夢と目標を持っ
て、コンドーテックの入社を決意し、この日を
待ち望んでこられたと思います。
　これから大いに活躍し、我が社を支える掛
替えのない存在になって頂きたいと思います。
　さて、皆さん御承知の通り、３月１１日におき
た東日本巨大地震と大津波で宮城県岩手
県福島県の沿岸部は壊滅的な被害を受
け、大くの犠牲者が出ました。我が社の社員
は、不幸中の幸にも無事でしたが、社員の家

前人未踏のたたかいに臨む日本経済。今を乗越える、新しい目的に向かう自信が問われ、持続するパワーを積
み上げていく時。当社では、フレッシュな８若人を迎え、入社式を行うことが出来ました。８新人が、コンドー精神を
継承し、自信を培い、いかにたくましく成長をめざしていくか、そのパワーの持続が期待されます。

現時点をこえ、自信を培う持続精神。
祝 平成23年度採用者入社式新商材情報│建築構造用アンカーボルト・ナット・座金のセット（JSSⅡ13－2004、JSSⅡ14－2004）

●お問い合わせは…コンドーテック本社・各支店・営業所までお願いします。
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族には亡くなられた方がおられます。謹んで
お悔やみを申しあげたいと思います。
　我が社は、災害復旧資材や耐震資材を
取り扱っていますので、一日でも早い復旧に
向けて全社を挙げて協力したいと思います。

さあ、新しいパワーを戦列に加えて。
　一方、日本経済は、２００８年のサブプライ
ムローン問題に端を発した、世界同時不況
から脱出しつつあり、現在緩やかな回復傾
向にありますが、円高や原油、鉄鉱石などの
資源・エネルギー価格が上昇しており、企業
を取巻く環境は依然として厳しく、先行きは不
透明でまだまだ厳しい状況は続くと思います。
　そのような状況のもとで、皆さんは人生の
門出を迎えられたわけですが、皆さんも早く
戦列に加わって、若い力を思う存分発揮し
てもらいたいと思います。

乗越えねばならない
試練への経営戦略。
　このような厳しい経営環境は乗越えなけ
ればならない試練でありますけれど、次の時
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建築用アンカーボルトの規格も整備され、重要度も増しています。弊社ではアンカーボルトの製造においてはJSS規格の
認定を取得、新JISにも対応すべく準備中です。またアンカープランの設計や承認図作成、書類作成、現場での施工まで、
一貫したサポート体制を敷いています。材料の手配から設計、施工までアンカーボルトはコンドーテックにご相談ください。

●施工をより確かにするために、
「アンカー施工打合せ議事録」
及び「アンカー施工作業確認
書」を用意しております。

アンカーボルト取付レベル確認
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アンカーセット完了

コンクリート打設完了

テンプレート取付 柱間ピッチ固定
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コンドーテック四工場はJSS認定工場です。

アンカーセット施工手順

代表取締役社長

菅原　昭

（２面へつづく）

祝辞

代に高く飛躍するチャンスであります。
　我が社では、今、新たな飛躍を目指して、
いろんな経営戦略をすすめております。一つ
目は周辺業界への進出。昨年の４月に名古
屋市にあります電設資材卸業の三和電材
の全株式を取得しました。M＆Aであります。
国内の建設土木市場は縮小するなかで、
環境・エネルギーといった市場は成長し拡
大しております。
　三和電材はエアコン、換気扇などの空調
機器をはじめ、LEDや太陽光発電、エコ
キュート、IHクッキングヒーターなどのエコ関
連商品やセンサー、制御盤、ケーブル、光
ファイバーなどの様々な電設資材、環境・エ
ネルギー関連の商材を数多く取り扱っており
ます。
　三和電材は主に愛知県内に集中的に出
店するドミナント戦略を採って、６１億円の売
上をあげていますが、我が社が全国に４０箇
所の営業店を展開していますので、この我が
社のネットワークを活用して、三和電材の商
材を全国で販売することで、シナジーを最大

このたびの東北地方太平洋沖地震に際し、
犠牲になられた方に深く哀悼の意を表するとともに、
被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

当社は、被災された皆様の救援や被災地の復興に役立てていただくため、
日本赤十字社を通じ、義援金として５００万円を寄贈することを決定いたしました。

また、応急仮設住宅の部材であるブレース、その他の供給について全社を挙げて取り組んでいます。




